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め  に

私たちの大好きな街、高松は、日々変貌を遂げております。今回報告の発堀調査の原因と

なった高松東道路は、高松平野の中央部を東西に貫 く大動脈でございます。沿線は日に日に姿

形を変えておりまして、のどかな田園風景を知る私にとっては隔世の感があります。

と申しましても、井手東 Ⅱ遺跡の発堀調査の結果をみますと、私たちが見ていたのどかな田

園風景も大きく変貌を遂げた結果ではないかと感 じた次第でございます。そう考えますと、失

われた風景を記録する必要性を痛感いたしたところでございます。

ゆった りと流れる小川の周囲に人々が住んでいた縄文時代晩期から弥生時代初頭の風景、毎

年秋に頭を垂れる稲穂の群が織 りなす今までの農村風景、都市化著しい現在の風景、いずれも

一つの風景かと存 じます。これから発展しようとする風景を記録することも大切ですが、その

根源をなす過去の風景を調べ、記録として残すことも重要です。発堀調査が徐々にではありま

すが、確実に進みますならば、高松平野の古い姿、時代時代の風景が明らかになると存 じます。

その時を楽しみに、文化財行政に邁進することを誓いましてご挨拶とさせていただきます。

最後になりましたが、四国地方建設局をはじめ、関係者の皆様にこの報告書を呈示させてい

ただくことで市教育委員会としての御礼とさせていただきたいと思います。

平成 7年 3月

高松市教育委員会

教育長 山口 寮式

は





例  言

1 本書は、一般国道11号高松東道路建設にともなう埋蔵文化財発掘調査報告書の第 5冊で、

高松市伏石町に所在する井手東 (いでひがし)Ⅱ 遺跡の調査報告を収録 した。

2 本事業は、高松束道路、上天神一前田東間 8 kmの うち大田第 2土地区画整理事業地に含ま

れる約1.7血を対象とする。

3 本事業は、建設省四国地方建設局から高松市が受託 し、高松市教育委員会が発掘調査を実

施した。

4 事業費は、建設省四国地方建設局が全額を負担した。

5 調査にあたって下記の関係諸機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意を表 した

い 。

建設省四国地方建設局  建設省四国地方建設局香川工事事務所

香川県教育委員会    財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

高松市都市開発部太田第 2土地区画整理事務所

香川大学 丹羽佑一  東京大学 石上英一  京都大学 金田章裕

奈良国立文化財研究所 工楽善通 牛嶋茂  立命館大学 高橋学

皇學館大學 外山秀―               (敬 称略)

6 調査全般を通 じて、末光甲正氏、中西克也氏の協力を得た。

8 本遺跡の調査および整理作業は、文化財係長藤井総括のもと山本、中西、山元があたった。

本報告書の執筆分担は第 2章を山本が、第 3章第 2節、第 3～ 5節の遺構、第 4章第 1節

を中西が執筆 し、それ以外は山元が行った。全体の編集は山本、中西の協力を得て、山元

が行った。

9 写真は、遺構については調査担当者が撮影 し、遺物写真については写房 楠華堂 (楠本真

紀子)に委託 した。



10 本遺跡の調査における各業務の委託先は次のとおりである。

遺跡写真測量業務       アジア航測株式会社

11 本書で使用する遺構略号は次のと痛りである。

SK 土坑  SD 濤状遺構  SP 柱穴

12 本文の挿図中で国土地理院発行の 5万分の 1地形図「高松」、「高裕南部」、を一部改変 して

使用した。

13 発掘調査で得られた資料のすべては、高松市教育委員会で保管している。活用されたい。

14 井手東 I遺跡の概要はこれまでに下記の文献によって一部報告をおこなっているが、いず

れも調査終了時点のものや、整理作業中の成果であり、その後の整理作業の中で事実誤認

が確認されたり、新 しい成果が加わ り遺構 。遺物に対しての見解に違いがでてきている。

これらの相違については、今回の報告をもって正式なものとする。

・中西克也  「井手東 I遺跡」『讃岐国弘福寺領の調査』 高松市教育委員会 1992.3

・『むかしの高松 第 3号』 高松市教育委員会 1992.3
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第 1章

調査の経緯 と経過





第 1節 調査の経緯

昭和53年の一般国道11号高松東道路の都市計画決定にともない、香川県都市計画審議会は、

昭和62年 2月 2日 、路線周辺の計画的な市衡化および都市基盤整備をすすめるとともに、民間

事業の活性化を目的として香川中央都市計画事業太田第 2土地区画整理事業の施行を決定した。

事業は太田、木太、林、多肥の 4地区にまたがる約360haに および、この範囲に含まれる高松東

道路約1,7血分の用地も区画整理事業の換地処理によって確保されることとなったため、この

区間の東道路用地については、高松市教育委員会が発掘調査を実施することで、昭和62年 12月

15日 に四国地方建設局、香川県教育委員会、高松市の三者間で覚書が取 り交わされた。

現地調査は平成元年夏の区画整理事業仮換地指定を受けて着手し、溶 。長池および浴・松ノ

木部分の試掘調査を実施して遺跡の範囲ならびに性格を確定した。そして 8月 15日 から平成 2

年 3月 20日 で溶 。長池遺跡の発掘調査を実施した。

そして平成 2年度以降は、前年度の試掘調査で遺跡の所在と範囲が確定しているものの発掘

調査と、新たに用地が確保された部分の試掘調査を平行して実施し、平成 4年 9月 末日をもっ

て東道路予定地すべての発掘調査を終了した。

整理作業は、現地での発掘調査が進行している平成 3年度後半から分類基礎整理に着手し、

発掘調査が終了した平成 4年 10月 から本格的な作業にかかった。そして平成 5年 3月 に第 1冊

目として浴 。長池遺跡の報告書を刊行し、昨年度までに、浴・松ノ木遺跡、溶 。長池 I遺跡の

刊行を終了している。今年度は、井手東 I遺跡、井手東 I遺跡の報告書の刊行を予定しており、

平成 7年度中に残る居石遺跡、蛙股遺跡の報告書の刊行をもって事業が完了する。

年 度 試掘調査 発掘調査 整理作業 報告書刊行

平成元 浴 。長池、浴・松ノ木 浴 。長池

浴 。長池 Ⅱ

井手東 I、 1、 居石

浴・松ノ木

浴 。長池 I

鮭股 井手東 I、 Ⅱ

居石、蛙股 浴 。長池

蛙股 浴・松ノ木 浴 。長池

5 浴・長池 Ⅱ

井手東 I、 Ⅱ

溶

溶

松ノ木

長池 Ⅱ

居石、蛙股 井手東 I、 Ⅱ

7 居石、蛙股 (予定)

第 1表 一般国道11号高松東道路埋蔵文化財調査事業工程表
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第 2節 調査の経過

第 1図 試掘トレンチ設定図

井手東 I遺跡の試掘調査は、平成 2年度の仮換地指定を受けて確保された東道路予定地約

40,000∬ について、平成 2年 7月 30日 から8月 24日 にかけて実施した。試掘による実掘面積は

1,674∬ である。調査は、従来どおり東道路予定地のほぼ境界に路線に沿って試掘濤を設定し、

バックホーによって掘削を行いながら土層観察等によって遺跡の有無を判断した。試掘範囲

内には最終的に21本 の試掘濤を設定し、掘削を行った。その内、井手東 I遺跡の調査範囲であ

る13、 14Trにおいて幅4.5m、 深さ0.6mと 幅0,6m、 深さ0.2mの 規模をもつ濤状遺構を確認

し、弥生土器も出土した。13、 14Trと と、12Trの 間については用地交渉が進んでおらず、後日

改めて試掘調査を行 うこととな り、第一次調査中の平成 3年 2月 18、 19日 に実施し、遺構を確

認したため、後 日改めて調査を実施することとなった。

以上の試掘成果を検討した結果、遺構を確認した範囲が狭 く、検出した遺構についてもさほ

ど土量がでないこと、調査期間も短期間で終わる可能性が高いことより、従来の工事請負方式

にかえて直営方式で調査を実施することになった。

現地での発掘調査は平成 3年 1月 7日 ～ 2月 26日 に一次調査を行い、拡張部分を平成 3年

5月 2日 ～ 6月 5日 に二次調査を行って、無事終了することができた。最終的な調査面積は

2,402だ である。その結果、縄文時代から弥生時代にかけての遺構と、近世と考えられる遺構

を確認した。中でも、SD01か らは量的には少なかったものの、縄文時代晩期と弥生時代前期の

土器、石器が混在した状態で出上し、縄文時代晩期と弥生時代前期が供伴する事例を追証する

こととなった。それぞれの時期に属する遺物は、割合的には半々であ り、石器においては石

棒、打製石斧 (石鍬)、 石庖丁と両時期に属する遺物が土器と同様出上した。調査の経過につ

いては調査 日誌抄を参照されたい。
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調査 日誌抄

(第一次調査)

3.1.7 本日より作業員による就労開始。

8 遺構検出開始。

18 遺構検出状況写真撮影。

22 調査区東側より遺構掘削開始。

23 SD01～ 04(北側)掘削終了。SK

01よ り上釜出土。

29 SD01(南部)掘削開始。

30 SD01は 1期に分かれ、 I期は弥

生時代前期、 I期は縄文晩期～

弥生時代前期と考えられる。

2.4 土層写真撮影。土層図作成。

12 完掘状況写真撮影。航空測量準

備。

13 航空測量。SD01(1期)掘 り下

げ中。

18 SD01(I期 )掘 り下げ継続中。

焉底付近に上器集中。遺物出土

状況写真撮影。東側部分試掘調

査。濤、土坑確認。

20 SD01(I期 )完掘。完掘状況写

真撮影。平面図、土層図作成。

26 発掘機材を撤収し、発掘調査を

終了する。

(第二次調査)

3.5,7 本日より拡張区の作業を開始す

る。

9 上面精査。遺構検出。

10 SD01(I期)掘 り下げ。

14 SD01(I期 )掘 り下げ。濤底よ

り数点遺物出土。

24 SD01(I期 )掘 り下げ。

27 SD01セ クションベル ト①土層図

終了。畦除去。

28 SD01(1期 )完掘。

30 SD01(I期 )完掘状況写真撮影。

平面図 (S=1/50)作成中。

の組物確認。座棺の可能性。

6.5 SD01(Ⅱ 期)平面図作成終了。

本日にて現場作業を終了する。
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第 3節 整理作業の経過

整理作業は、井手東 I遺跡の整理作業と平行して実施し、出土した土器の接合作業から開始

した。整理作業は、調査担当者を中心として、当初、整理補助員 5名 の援助を受けて整理作業

を実施していたが、平成 6年 5月 から整理補助員を 1名増員し、作業能率を高めるよう努力し

た。整理作業の経過については別表の整理作業工程表に示したとおりである。整理作業は当

初、調査面積も少なく、検出した遺構および出土遺物が少ないこともあり、早急に完了する予

定であったが、同時に整理作業を行っていた井手東 I遺跡の整理作業が、予想以上に多かった

ことも影響し、整理補助員の作業がなかなか井手東 Ⅱ遺跡の整理作業に集中できなかったこ

ともあり、平行して行っていた井手東 I遺跡の整理作業についても影響が出たが、何とか、こ

こに報告書の作成を完了することができた。報告書の作成に携わっていただいた多 くの方々

に感謝したい。

1993

4 6 7

1994

1 3

注記・接合・復原

1994

4 6 7 8 9

1995

1 2

実測 (土器、石器)

写真撮影   実測図トレース

実測図レイアウト

遺構図面 トレース

原稿執筆

編 集

発行

第 2表 整理作業工程表
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なお、発掘調査および整理作業の関係者は次のとおりである。

発掘調査 (平成 2年度)

教育長        三木義夫

教育部長       多田 孜

教育部次長      増田昌三

文化振興課長     多田恒男

文化振興課長補佐   亀井 俊

文化財係長      藤井雄三

文化財係主事     山本英之

川畑 聰    文化振興課   中西克也

文化財係事務員    山元敏裕     非常勤嘱託  玉田和子

太田第 2土地     小坂信夫            金森澄子

区画整理事務所   為定典生            井口敬三

官内秀樹

岡田信子

発掘調査 (平成 3年度)

教育長

教育部長

教育部次長

文化振興課長

文化振興課長補佐

文化財係長

文化財係主事

太田第 2土地

区画整理事務所

三木義夫

多田 孜

増田昌三

多田恒男

亀井 俊

藤田容三

藤井雄三

山本英之

川畑 聰

山元敏裕

小坂信夫

為定典生

文化振興課

非常勤嘱託

竹林弘子

井口夫美子

大川玲子

吉本みどり

出石真理子

佐々木由美子

岡田信子

竹林弘子

井口夫美子

大川玲子

吉本みどり

出石真理子

佐々木由美子

中西克也

玉田和子

金森澄子

井口敬三

宮内秀樹

松田重治
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整理作業 (平成 5・ 6年度)

教育長        山口寮式

文化部長       上里文麿 (～ H6。 3)

宮内秀起 (H6.4～ )

文化部次長      宮内秀起 (～H6,3)
中村栄治 (H6,4～ )

文化振興課長     多田恒男 (～ H6。 3)

文化振興課長補佐   藤田容三

文化財係長      藤井雄三

文化財係主事     山本英之

山元敏裕

太田第 2土地     為定典生 (～H5.4)
区画整理事務所   小田 薫 (H5。 5～H6.4)

西池孝博

文化振興課      岡田信子     吉本みどり

非常勤璃託     竹林弘子     出石真理子

井口夫美子    佐々木由美子 (～H5.7)
大川玲子     山中規子 (耳 6。 4ん )
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第 1節 地理的環境
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第3図 調査位置図

高松市は、四国の北東部、香川県のほぼ中央部に位置する。頑戸大橋架橋前はJR連絡船、国

道フェリー等で本州と連結 し、四国の表玄関の役割を果たし、架橋後も中央省庁の出先や大手

企業の地方支店が多 く集中し、四国の中枢管理機能を担 う地方都市として33万人余の人口が集

中している。

瀬戸内海沿岸に東西に連なる香川県の平野部は、一般に讃岐平野として総称されるが、実際

は東から長尾平野、高松平野、丸亀平野、三豊平野といった地域単位の小平野に細分でき、い

ずれも南部の阿讃山脈に源を発する中小河川によって形成された沖積地である。このうち高松

平野は、北を瀬戸内海、東を立石山系、南を阿讃山脈、西を五色台山塊に限られた総面積約19

晰、丸亀平野に続 く規模をもち、大部分が高松市の行政区域に含まれる。

平野の境界を画する低位山塊及び屋島、紫雲山等の島状の独立丘陵は、侵食の容易な花開岩

層 (三豊層群)カミ風化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われたことによって侵食解析から取 り残

されて形成された、メサ、またはビュー トと呼ばれるもので、讃岐ののどかな田園風景の象徴
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のひとつとなっている。

高松平野には、西から本津川、香東川、春日川、新川といった河川が瀬戸内海に向けて北流

しているが、平野形成の大部分は塩江町に源を発する呑東川に負っている。ただ春 日川以東の

部分のみが春 日川、新川といった小河川の影響下になるものの扇状地の発達は見られない。

現在、石清尾山塊の西側を直線状に北流する香東川は、17世紀はじめの河川改修によるもの

で、それ以前には石清尾山塊の南側から回 り込んで、平野中央部を東北流するもう一本の主流

路が存在 していた。この旧流路は、現在では水田地帯及び市街地の地下に埋没 してしまってい

るが、空中写真等から、林から木太地区にかけての分ヶ池、下池、長池、大池、ガラ池を結ぶ

流路等数本の旧河道が知られており、発掘調査でもその痕跡が確認されている。なお、17世紀

の廃川直前の流路は、御坊川として今でもその名残をとどめている。

これらのため池は、年間1000mal前後と降水量に乏しい讃岐平野において農業用水確保のため

に不可欠のものであるが、林、多肥地区周辺では扇状地末端部にあたることから、ため池に加

えて出水と呼ばれる自噴地下水脈の利用が古代から盛んで、両者を併用 した特徴的な配水網と

厳格な水利慣行を伝えてきた。これらの水源毎の受益範囲 (水掛)は、近世以降の三条池、野

田池等、微高地上に四周に堤防を巡らせ堤防の全部または一部が条里の肝隔に沿った皿池や山

麓部の三谷二郎池、神内池といった大規模なため池が整備されてからも大きな変化なく踏襲さ

れてきた。 しかし、昭和50年 の香川用水の通水によって、この一帯は三郎池の受益範囲に取 り

込まれ、農業用水確保の不安が払拭された反面、大池、長池等のため池が二郎池の子池とな り、

地元水源を核とした水利慣行が急速に消滅するとともに、ため池や出水の水源自体もその役割

を失いつつある。

今回高松東道路の横断によって一連の調査を実施した太田、林地区は、地形的には扇状地の

末端部にあた り、呑東川の本流に接するとともにまさにこの “出水"に古くから農業と生活の

多 くを依存 してきた地域であるといえる。

現在、東道路建設 (平成 5年開通)をはじめとする区画整理事業、空港跡地開発等に伴 う大

規模発掘調査によって、弥生時代から丼戸、出水の確認例が頻繁で、水田も弥生時代前期から

大規模に開発されていたことが粥らかになりつつある。

参考文献

「讃岐国弘福寺領の調査」 高松市教育委員会 1992
「一般国道11号高松東道路建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書第一冊 浴 。長池遺跡」

高松市教育委員会 1993
「 同 上   第二冊 浴・松ノ木遺跡J 高松市教育委員会 1994
「 同 上   第三冊 浴 。長池 I遺跡」 高松市教育委員会 1994
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第 2節 歴史的環境

井手東 Ⅱ遺跡が所在する太田、林地区周辺では、ここ10年足らずの開発ラッシュによって多

くの遺跡が発掘されつつあり、その数は日を追って増加しているといえる状況にある。これら

の大部分は、現在正式報告の刊行に向けて作業が進行中であるため、ここでは現段階で明らか

となっている調査成果を中心として本遺跡周辺 (太田、林地区)の遺跡の分布を概観する。

縄文時代では、大池遺跡 (木太町)°
)で草創期の有舌尖頭器 2点の採集が報告されている。ま

た、地形環境の方面では本書に報告する井手東 I遺跡 (伏石町)、 蛙股遺跡
②で現地表下約40～

70cmに アカホヤ火山灰の自然堆積層が確認されて消り、縄文中期の平野の形成課程を窺 うこと

ができる。

縄文晩期では、林・坊城遺跡 (六条町)°、溶、松ノ木遺跡 (林町)°、浴 。長池遺跡 (林町)°、溶

・長池 Ⅱ遺跡 (伏石町)°、井手東 I遺跡、井手東 Ⅱ遺跡 (伏石町)0、 居石遺跡 (伏石町)°、上

天神遺跡 (三条町)°が確認された。これらのうち、晩期でも前半に属する居石遺跡と井手東 I

遺跡、上天神遺跡以外は、旧河道中に弥生前期初頭の上器と混在して出上し、両時期が密接に

連携していることが改めて窺える。

弥生時代前期になると、縄文晩期から連続する前述の遺跡に加えて天満・宮西遣跡 (松縄

町)°
°、空港跡地遺跡 (林町)Cり、大池遺跡 (木太町)、 松縄下所遺跡 (松縄町)。

り
等が新たに出現

する。中でも浴 。長池遺跡、浴 。長池 I遺跡ではこの時期から自然堤防上および後背湿地に

整った小区画の水田が営まれてお り、早い時期から稲作文化が受け入れられていたことが知ら

れるほか、天満・宮西遺跡では数棟の円形住居を囲む直径約300mと 推定される周溝が検出さ

れている。

続 く弥生中期前半では、浴 。長池遺跡、浴 。長池 I遺跡、井手東 I遺跡、凹原遺跡 (多肥下

町)・
°、多肥松林遺跡

αり、日暮・松林遺跡
d°がみられるにすぎない。このうち、溶 。長池遺跡で

は 4棟の竪穴住居、 6棟の掘立柱建物跡、 2基の周喬墓遺跡に加えて大量の河川投棄土器群が

出土し、凹原遺跡でも石器製作工房と推定できる竪穴住居 1棟を確認する。最近の調査例では

多肥松林遺跡、日暮・松林遺跡が10数棟のまとまった住居跡と河川廃棄の遺物群を伴出するが、

そのほかでは大規模な集落を想定させるような状況にはなく、平野全体からみれば質量ともに

希薄な時期である。

中期後半も遺跡数としては中期前半に引き続いて希薄である。周辺丘陵部では前田東中村遺

跡
α°、久米池南遺跡・

り、中山田遺跡 (池田町)°
°
等があるが、平野部では浴 。長池遺跡、上天神遺

跡、空港跡地遺跡が知られるのみである。

弥生時代後期になると、遺跡の状況は一変し、天満 。宮西遺跡、上天神遺跡、四原遺跡、空
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港跡地遺跡のような10数棟の住居跡と大量の廃棄土器を伴 う集落が各地に営まれ、そのほかに

も平野部山間部を問わずに遺跡数が一気に増加するのである。前述の遺跡の他に代表的なもの

としては、平野部では大田下須川遺跡 (太田下町)°
9、 蛙股遺跡 (伏石町・太田下町)、 居石遺

跡、井手東 I遺跡、井手東 I遺跡、浴 。長池遺跡、浴・長池 Ⅱ遺跡、林・坊城遺跡、六条上所

遺跡 (六条町)?り、松縄下所遺跡、キモンドー遺跡 (伏石町)仰
)、 一角遺跡

?D等が知られている。

古墳時代は、集落遺跡では太田下須川遺跡、水田、旧河道では浴・松ノ木遺跡、居石遺跡が

知られるのみである。その一方で古墳は、発生期と考えられる諏訪神社本殿古墳 (東 山崎

町)?°、鶴尾神社 4号墳 (西春 日町)?°をはじめとして平野周辺の丘陵上に、古墳時代の全期間

にわたって継続的に展開して第り、今後これらに対応する集落の確認が課題となる。古墳の中

で、平野部に独立して立地するものに木太町の白山神社古墳
9°がある。竪穴式石室を主体部と

する円墳で、 5世紀前半頃の築造と推定されている。古墳の標高約 2mを測 り、これまで当時

の海岸線と推定されている標高 5mラ インよりも低位にあるため、古墳時代の高松平野の地形

環境に再考を促すという面でも注 目される遺跡である。

古代では、条里遺構と古代寺院跡が注 目される。

高松平野の条里分布は、平野南縁部を東西に貫 く南海道とこれに直交する山田・香川両郡の

直線郡界線を基準に敷設されたことが知られている。これらは、最近までは用水路、里道、水

田区画によっても容易に復原できたが、今日急速にその姿を失いつつある。

その一方で条里遺構の確認例は増加し、浴 。長池遺跡、浴・松ノ木遺跡、井手東 I遺跡、蛙

股遺跡、上天神遺跡、凹原遺跡、等で条里坪界線にあたると思われる遺構を検出している。同

様に浴・長池 Ⅱ遺跡では、山田・香川の郡界線にあたる部分に約 6mの間隔を置いて平行する

2本の濤状遺構を検出しているほか、松縄下所遺跡では南北200mに わたって貫通する道路状

遺構と3ヶ 所の交差点が条里区画に重なっていることが明らかになった。これらの成果には、

弘福寺領讃岐国山田郡田図をはじめ弘福寺関係文書等の文献方面からの研究に負うところが大

きいが?°、埋蔵文化財の立場でもようや くこういった種類の遺跡が調査の対象として定着 して

きた結果である。これら条里遺構の多 くは平安時代から鎌倉時代の遺物を合み、一般に条里の

施行期とされる奈良時代とはかなりの時期の隔た りがあるが、蛙股遺跡、松縄下所遺跡のよう

に奈良時代を中心とした遺物の出上をみた遺跡もあり、条里地割の施行時期と存続期間を解明

できるデータが揃いつつある。

古代寺院跡では宝寿寺跡 (前 田廃寺―前田東町)?り、山下廃寺 (新田町)9°、下司廃寺 (東植田

町)?9、 高野廃寺 (川島本町)Gり、拝師廃寺 (上林町)0)、 坂田廃寺 (西春日町)°
り、多肥廃寺 (多

肥上町)C働、勝賀廃寺 (香西西町)・
°
等が平野部を中心に知られている。正式の発掘調査を経た

データがないため、寺域、伽藍等の全容がわかるものはないが、現在でも礎石や遺物の散布が
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見られる。なかでも下司廃寺の川原寺式複弁八葉蓮華文軒丸瓦や二尊像専仏片、坂田廃寺の金

銅製釈迦誕生仏が注 目され、山田郡弘福寺領の存在とも合わせて白鳳から奈良平安時代に中央

政府と深い関係を持っていたことが想像できる。

中近世以降では、東道路関連の企・長池遺跡、浴・松ノ木遺跡、弘福寺領讃岐国山田郡田図

北地区比定地 (木太町・林町)等で、旧河道の埋没後の凹地に中世の小規模な区画の水田層が

出土しており、その後現代に至るまで連続して水田層の堆積が見られることから、この時期に

現在の地形環境がほぼ形作られていたことが窺える。また東山崎・水田遺跡 (東山崎町)°
9では

春日川の氾濫による洪水砂層上に営まれた集落跡や耕土層が発掘され豊富な木製品が発見され

ているほか、現高松市美術館の紺屋町遺跡 (紺屋町)G°でも近世の陶磁器や木簡 (荷札木片)が

出土し、玉藻町香川県民ホールの高松城東ノ丸跡 (玉藻町)・
°でも寛永年間の東ノ丸造営以降の

石垣や建物礎石の遺構が出上し、往時の城下町の一端を窺 うことができる。
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遺跡分布図地名表

1 鶴尾神社 4号墳

2 坂田廃寺

3 高松城東ノ丸跡

4 紺屋町遺跡

5 天満・官西遺跡

6 白山神社古墳

7 松縄下所遺跡

8 キモンドー遺跡

9 大池遺跡

10 弘福寺領関係遺跡発掘

地点北地区

11 弘福寺領関係遺跡発掘

地点南地区

12 上天神遺跡

13 大田下須川遺跡

14 蛙股遺跡

15 居石遺跡

16 井手東 I遺跡

17 井手東 I遺跡

18 浴・長池 Ⅱ遺跡

19 浴・長池遺跡

20 浴・松ノ木遺跡

21 林・坊城遺跡

22 六条・上所遣跡

23 東山崎・水田遺跡

24 凹原遺跡

25 空港跡地遺跡

26 -角遺跡

27 拝師廃寺

28 多肥廃寺

29 高野廃寺

30 山下廃寺

31 諏訪神社本殿古墳

32 久米池南遺跡

33 宝寿寺跡 (前田廃寺)

34 前田東中村遺跡
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第 3章

発掘調査の成果





第 1節 調査区の設定

平成 2・ 3年度に調査を行った井手東 I遺跡の調査区の設定は、平成 2年 7月 30日 から8月

24日 にかけて行った試掘調査の成果に基づいて設定した。 (第 5図)一部試掘調査に入れない

箇所も存在したが、試掘調査の結果、遺構の確認された13、 14Trを 中心に当初、東西50m、 南

北は道路建設予定幅いっぱいの42mの調査区を設定して調査を行った。 (一 次調査)調査が進

んだ段階で、用地交渉等で試掘調査ができていない調査区の東側へ遺構が延びる可能性が想定

されたため、用地交渉が済んだ段階で遺構が広がる可能性の高い部分を中心に、調査区北東部

を三角形に東側へ20m拡張し、残 りの調査を行った。 (二次調査)

第 5図  調査区設定図
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第 2節 遺跡の概要と層序

1 遺跡の概要

本遺跡の所在する地区は、現在まで水田として耕作されていたところであり、周辺にも水田

が広がっていた。地形的には、大きくみて南西から北東方向に向かって緩やかに下る地形であ

り、遺跡周辺の標高は13.20m前後である。細か く地形をみてみると、遺跡の約100m西側は、

現水田面が次第に低 くなっており、旧河道の存在が想定され、実際、発掘調査によって旧河道

が確認されている。逆に本遺跡より以東は微高地となっていることより、遺構の存在が想定さ

れたが、調査区の東接部には建設廃材の置き場となっており、攪乱が遺構の存在する基盤層よ

り深 く及んでいた。

本遺跡で検出した遺構は、濤14、 土坑 9、 ピット7である。遺物を伴った遺構が少ないため

正確な時期の判るものは少ないが、縄文時代晩期～弥生時代前期を中心とする遺構と、近世以

降と考えられる遺構の大きく二つに分かれる。遺構検出面の標高は12.8～ 12.9mであり、調査

区内ではほぼ平坦である。検出した濤は、地形の傾斜と合うように南西から北東に走っており、

遺構の広が りは、SD01～ 10は調査区の中央部に集中し、SDll～ 14は調査区の東側にある。土坑、

ピットは調査区全域に散在している。

2 基本層序

地表から約20cm現水田耕作土であり、その直下には部分的に 2、 3 cmの 床上がみられる。床

土には褐鉄鉱の集積がある。その下位には白灰色シル ト質極細砂の土壌層と明褐色シル ト質極

細砂の非土壊層が交互に数層堆積している。これらは近世の条里型水田であり、非土壊層には

褐鉄鉱の集積がみられる。さらに、その直下は遺構を検出することができた基盤層となってい

る。基盤層は、調査区の東側と西側で異なっている。東側では明黄褐色シル トであり、従来地

山と考えられていた層である。西側は砂礫を含むにがい黄橙色極細砂である。

-20-





ヤ
ド
」
▼
４
８

隊げ山い鰤レヽ
．

一の

ド
＝
μ
ゝ
Ｂ

レけｈ騨ｂレ」
、の。

ヤ ヤ ヽ ヽ

製
おOO

▲ゴ翌
.788

一

ッ笠三illl・
マ66

一

Xテ鰹

X=響

イ

ヽ

ｋ
堪

ｋ
亀

ｋ
堪

k

ャ      亀     ヤ
第 7図 井手東 Ⅱ遺跡遺構配置図

ヽ

。e     SD05

イ

-23ハΨ24-



L=則
|

L=12.80m

O                    m

L=12.80m
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土層解説
1 灰黄色シルト質極細砂   2.5Y7/2
2 褐灰色シルト質極細砂   10YR 4/1
21褐灰色シルト質極細砂 (若干黒色土を含む)

3 石灰色シルト質極細砂   5YR4/1
4 暗赤褐色シルト質極細砂  5YR3/2
5 黒色ンルト質極細砂    5Y2/1
6 灰褐色シルト質細砂    7.5YR 5/2
7 にぶい褐色シルト質極細砂 7.5YR 6/3(細砂を若千含み,Feを含む)

7r にぶい硼色シルト質細砂  7.5YR 6/3
8 灰白色細砂～中砂,小礫  10YR 7/1
9 黒色シルト質極細砂    10YR 2/1
10.褐灰色シルト質極細砂   7.5YR 4/1
11.灰色シルト質極細砂～細砂 10Y5/1
12.暗灰黄色シルト質極細砂  25Y5/2
13.褐灰色シルト質極細砂   10YR 6/1

+白灰色中砂

セクションベル

セクションベル ト③

%

第 8図 SD01土 層図

セクションベル ト④
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第 3節 縄文・弥生時代の遺構 と遺物

SD01(第 8図 )

調査区南壁の中央から北東隅にかけて検出された幅広の濤である。土層観察によってその埋

上の堆積は 2層に分けられるが、出土土器から判断する限り殆ど時期差をおかずに埋積したも

のと考えられる。

(I期) 調査区の中央から北東にかけて検出された。流れの方向は北東である。幅は最大

11.5m、 最も狭い部分では6.5mを測る。深さは約0,7mで ある。濡の断面は中央が急激に落ち

込み、両岸は緩やかに傾斜し、段を有している。底面は幅が狭 くなっており、0,9～ 2.5mを 測

る。底面はほぼ平坦で、南から北に向かって緩やかに傾斜している。南北両端の比高差は約20

cmを測る。埋土は水平堆積を呈して消り、最上層に灰黄色シル ト質極細砂が薄 く、その下層に

は褐灰色シル ト質極細砂が厚 く広範に堆積している。中央の急激に落ち込む部分には褐灰色、

暗赤褐色、黒色シル ト質極細砂が堆積し、最下面の両側に掲灰色シル ト質細秒がある。

(1期)濤 の規模・方向ともに I期 と同様であるが、底面の幅が広 くなってお り、 1～

2.5mを測る。深さも I期 より10～ 20cm深い。底面はほぼ平坦で、南から北に緩やかに低 くなっ

ている。埋土は、上から暗灰黄色シル ト質極細砂、褐灰色シル ト質極細砂+白灰色中砂、にぶ

い褐色シル ト質極細砂、黒色シル ト質極細砂、褐灰色シル ト質極細秒、灰色シル ト質極細砂～

細砂、そして最下面に灰白色細～中砂=礫が堆積する。

下

第9図 SD01(1期)出土土器実測図
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I期出土土器 (第 9図 )

I期は I期に比べ、遺物量は少なく、図化できたのは 4点である。 1は如意状口縁をもつ甕

である。 2～ 4は壷である。いずれの壷も口縁部下に段をもつが、 2、 3は明瞭で 4は不明瞭

である。調整は内外面ともヨヨナデを施す。

Ⅱ期出土土器 (第 10・ 11図 )

SD01 1期の流路からは、縄文時代晩期の上器と弥生時代前期の上器が混在した状態で出土

している。以下に縄文時代の上器と弥生時代前期の上器を分けて説明する。

第10図 1～ 8は縄文時代晩期の深鉢と考えられるものである。 1は小片であるが、断面台形

の刻目突帯文をもつものである。 2は 口縁部近 くに断面三角形の突帯文をもつものであるが磨

滅が顕著で刻目は確認できない。 3は 日縁端部を欠損するもので、端部近 くに断面台形の亥」目

突帯文をもつ。内面は磨滅が著しい。 4は 口縁端部に刻日、外面に断面台形の刻目突帯文をも

つが、他のものに比べ突帯の位置がやや低い。 5は 口縁端部を欠損するもので、断面台形の刻

目突帯をもち、刻目の幅は狭い。内面には、粘土組の接合痕が顕著に残る。 6は 口縁部から屈

曲部までの状況がわかる比較的大きな破片である。日縁端部に刻日、外面に刻 目突帯文を施し、

頸部に箆描文、屈曲部に一条の沈線を施す。口縁部内外面ヨヨナデ、下半内面ヘラケズリ、外

Ｆ
「
轍

麹

‐
   0                             20cm

第10図 SD01(Ⅱ 期)出土土器実測図(1)

【8
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面条痕。 7は 口縁部外面に断面三角形の刻目突帯文を施すが、刻目の間隔は他のものに比べ広

く、刻目も大きい。調整は内外面ともヨコナデである。 8は 回縁端部を欠損する破片で、内面

に断面三角形の突帯文を施す。磨滅が著しく刻日は確認できない。文様は、頸部に箆描文を施

す。調整は内外面ともヨコナデであろう。

第11図 1～ 26は弥生時代前期に属する土器である。

第11図 1～ Hは壷である。いずれも破片で全容のわかるものはない。

1は 口縁端部が外反するもので、やや器壁が厚い。調整は内外面ヨコナデを施す。 2も 口縁

部片であるが、磨滅が著しい。 3は肩部片で、段を有する。器壁は薄くつくられている。 4も

肩部片である。 4条の箆描沈線文が確認できる。 5、 6は 口縁部が外反する破片である。いず

れの破片も磨滅の為、調整は不明である。 7は肩部に断面三角形の突帯文を一条巡らせるもの

で、突帯文に刻目は確認できない。調整は内外面ともヨヨナテである。 8、 9は、いずれも頸

部から肩部片である。頸部と肩部の境に 8は 3条、 9は 4条の箆描沈線文を巡らせる。調整は

内外面ともヨヨナデである。10は胴部片である。ソロバン玉型の胴部の形態をするものと考え

られ、胴部最大径になる部分に刻目突帯文を 2条巡らす。11は 口縁部片であり、口縁部下に箆

描沈線文 1条が確認できる。12～15は甕である。 12、 13、 15は逆 L字状口縁と考えられるもの

でうち15は 口縁下に箆描沈線文 2条、日縁端部に刻目を施す。16～26は壷の底部と考えられる

ものである。底部は平底のものが大半で、あげ底についても僅かにあげる程度である。調整は

内外面はヘラミガキを主流とし、内外面ナデ調整をもつものもみられる。

1期出土石器 (第 12・ 13図 )

SD01(1期)か らは出土土器と同様、縄文色の強い石器が多く出上している。 1は平基式の

石鏃である。両側縁部は鋭利につ くられている。 2～ 7は削器である。 2は下縁部に明瞭な調

整をもつものである。 3は下縁部の調整は鋭利で、上縁部の調整は粗い。 4は下縁部以外は裁

断面を残す。下縁部付近に使用によるものと考えられる磨滅が認められる。 5は下縁部のみに

調整が認められるものである。 6は下縁部以外は自然面を残すもので、下縁部は両面からの調

整により鋭利に仕上げられている。 7はやや厚めの素材を使用するもので、背部は敲打による

背潰しが認められ、刃部は両面からの調整が行われている。素材はやや風化が進む。 8は楔形

石器である。厚めの素材を利用し、両側縁部に裁断面をもつ。上下縁部は打撃による階段状象よ

離が認められる。 9～ 14は打製石斧 (石鍬)である。 9は大半を久損し、一部側縁部を残すの

みである。10は緩型を呈するものであるが、調整は粗い。11は先端部片である。残存する先端

部に使用による擦痕が認められる為、石鍬と考えた。12は先端部を欠損し、基部が残るのみで

ある。側縁部の調整は粗い。13は撥型を呈するもので、比較的残 りがよいものである。側縁部

の調整は粗 く仕上げられている。先端部付近には、使用による擦痕が認められる。14は厚めの
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素材を使用するもので、形態から石鍬と

した。調整は粗い。15は石棒であるI期

の濤中から破砕された状態で出上したも

のをつなぎ合わせた結果、全長29,Ocl■、

最大幅6.5clnま で復原できた。基部の状

況からすれば、当初はこれ よりも大き

かったものと考えられる。先端部は基部

に比べ先細 りし、先端から3.Ocm付近で

くびれ、先端部を強調 している。石材は

結晶片岩を使用し、つ くりは丁寧である。

SD01上層部出土遺物 (第 15図 )

とは突帯文をもつ深鉢である。全体に

磨滅が著しい。 2は肩部に段をもつ壷で

ある。 3は甕である。日縁部外面に 2条

の凹線文を巡らす。体部上半ハケ、内面顕部近 くまでヘラケズリが認められる。 4～ 14は底部

である。 8は甕、それ以外は壷の底部であると考えられる。

¢

|

0                               20cm

第14図 SD01(Ⅱ 期)出土石棒実測図
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0                               20cm

第15図  SD01出土土器実測図
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SD02

調査区の北側ほぼ中央において、SD01の 西岸とほぼ平行する方向で検出された。検出全長約

13m、 幅約0.8m、 深さ24,Ocm、 底面の幅は約0.4cmを 測る。断面U字形を呈する。埋土はSD01

の第 2層褐灰色シル ト質極細砂と同一である。出土遺物はないが、埋土からSD01と 同時期と考

えられる。

SD03(第 16図 )

調査区北側に検出された濤である。検出長約30.5

mを測 り、南北とも調査区外へ伸びている。流れの

方向は北北東である。幅は北へ向かうにしたがって

細 くなり、0.3～ lmを測る。深さは18cmで、断面U

字形を呈する。底面の幅は15～ 40cmで、 3ヶ 所に

ピット状の落ち込みがある。SD04・ 06～09を切って

おり、検出された濤の中で最も新しい時期のものであると考えられる。

SD04(第 17図 )

調査区ほぼ中央に途切れながら検出された。方向はほぼ南北

で、SD06と 平行している。幅は40cm、 深さ10cmを測る。底面の

幅は20cmで、断面U字形を呈する。埋土は暗褐色シル ト質極細

砂である。切 り合い関係によって、SD01よ り新しくSD03よ り古

いと考えられる。

L=1290m

第16図

L=1290m

¨ 斡①

0  ℃D 50cm

呻
第17図  SD04土層図

SD05(第 18図 )

L=12.90m 調査区の北半のみに検出された。流れの方向は北東で、北は調査区外に伸び

る。幅約0,4m、 深さ0.lmを 測る。底面幅は18cmで 、断面は浅いU字形を呈す

る。埋土は暗褐色シル ト質極細砂である。

SD06 (多窟19じコ)

調査区のほぼ中央においてSD04・ 07と 平行して検出された。

北端はSD08に切られており、南端は調査区外に伸びている。

-34-
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SD07 (多宮21Cコ )

方向を西に変える。幅0,3～ 0.4m、 深さ0,04～ 0。 12m

であり、断面は浅いU字形を呈する。底面の幅は0。 1

mで、北側にいくにしたがい緩やかに低 くなる。埋土

は暗褐色シル ト質極細砂である。

幅0.6m、 深さ10～18cmを測 り、底面幅は20

cmである。断面は浅いU字形を呈し、底面の

レベルは北に向かって緩やかに低 くなってい

る。埋土は黒褐色シル ト質極細砂、褐灰色シ

ル ト質極細砂十細砂の 2層である。

SD08(第 22・ 23図 )

調査区の南西から北辺中

央にかけて検出された。南

北とも分流しており調査区

外に延びている。幅0.4～

1,3m、 深さ0,1～ 0,2mを

測る。断面はU字形を呈し、

底面の幅0.1～ 0,7mである。埋土は暗褐色シル ト

質極細砂、黒IfB色 シル ト質極細砂、褐灰色シル ト

質極細砂である。切 り合い関係は、SD06・ 07・ 09

・ 10を 切っているが、SD04・ 05に よって切られて

いる。

0             1ocm

第24図  SD08出土土器実測図

第21図  SD07土層図

③       ④

0          1m

SD08土 層図(1)

L=12,90m

0      50cm

呻

第19図  SD06土層図

L=1290m

第22図

＼』 /
0             10cm

第20図  SD06出 土土器実測図

L=1290m L=12,90m

L=12,90m

斡
()      0

第23図 SD08土層図(21

L=1290m

⑦   l
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SD09(第25図 )

調査区北側ほぼ中央において検出された。南端はSD08に よっ

て切られている。幅0.35～ 0.56m、 深さ0.lmであり、非常に浅

い濤である。断面は浅いU字形を呈し、底面の幅0,2～ 0.35m

である。埋土は暗褐色シル ト質極細砂である。切 り合い関係は

SD03と 08に切られている。
第25図  SD09土層図

SD10 (多窟26じコ)

調査区の南西において検出された。濤の方向は東西方向である。幅0,2m、 深

さ0。 lmを測る。断面はU字形を呈し、底面の幅0.lmである。埋土は責灰色シ

ル ト質極細秒である。SD08、 SK04に よって切られている。

第26図  SD1 0土 層図

SDll (多窟27屁コ)

調査区の南東隅において検出された。幅0,6m、 深 さ0.2mで ある。

断面はU字形を呈 し、底面の幅0.2mである。埋土は暗赤褐色 シル

ト質極細砂である。南北端 ともに調査区外に延びている。
0      50cm

呻

第27図  SDll土層図

SD12

調査区の北東隅において検出された。SD13と 平行

している。方向は南北方向であ り、調査区外に延びている。幅0,5m、 深さ0.06mを測 る。断面

はU字形を呈 し、底面の幅0.2mで ある。埋土は白灰色シル ト質極細秒である。この溝はSD14を

切っている。

『↓彩％％５０ｃｍ

SD14 (う宮28Cコ )

調査区の北東隅において検出された。濤の方向は北東―南西であ り、幅

0.5m、 深さ0.lmを 測る。断面はU字形を呈し、底面の幅0.15mで ある。埋

土は灰黄褐色シル ト質極細砂である。この溝はSD12・ 13に切られている。

L=12.90m

0      50cm

呻

第28図  SD1 4土 層図
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SP01

-    調査区中央やや南よりにおいて検出された。径0.4mの 円形を呈し、深さはほとんどない。埋

土は暗禍色シル ト質極細砂である。

I           S'03

調査区中央やや北よりにおいて検出された。平面形は円形であり、0。 25× 0.4mを測る。深さ

はほとん―どない。埋土は暗褐色シルト質極細砂である。

SP04

調査区中央やや北より、SP03の東allに おいて検出された。平面形は、径0.25mを測る円形で

ある。深さはほとんどなく、埋土は暗褐色シル ト質極細砂である。

SP06

調査区の北東隅において検出された。平面形は円―形であり、径0。 3m、 深さ0,lmを測る。埋

土は暗掲色シルト質極細砂である。

SP07

調査区の北東隅において検出された。平面形は円形であり、径0.5mを測る。深さはほとんど

ない。埋土は暗褐色シルト質極細砂である。

-37-



第 4節 古代の遺物

井手東 I遺跡では、古代と考えられる遺構は確認できていないが、遺構検出を行っている段

階および、SD01最上層の者干の窪み等に堆積 した層から、一部古墳時代に遡るものから古代に

かけての遺物が出土している。 (第 29図)出土した遺物はいずれも須恵器であり、細片が多い。

1.2は、杯蓋である。いずれも天丼部が高 くならない形態をするものと考えられる。3～ 11は杯

身である。 3は他のものに比べて古い。11に はしっか りとした高台がつく。11～14は底部近 く

しか残存 していないが、底径、形態等から皿である可能性が高い。15は古墳時代の器台の脚部

と考えられるもので、三段の透孔と波状文、その間に突帯が巡る。前述したとおり当該期に属

する遺構は確認できていないが、周辺部に遺構が存在しているか、存在していた可能性が考え

られる。

/  L三
二

1ヽ

~2

＼   |  ゴ 3

＼ ″10

(       1  ~14

K朽
0                             20cm

第29図  遺構外出土土器実測図
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第 5節 近世の遺構 と遺物

SK01 (う宮30優コ)

調査区の北西隅において検出された。平面形は不正円形を呈し、1,3× 1.48mを 測る土坑で

ある。深さ0.26mである。埋土は白灰色シル ト質極細砂、暗褐色土ブロックである。土坑内に

は小石～最大20cl■ を測る礫が多量に検出された。底面は平坦であり、掘 り込みは急傾斜である。

牲
「「

下下下~~~~+――――――――型Fm

第31図  SK01出 土土器実測図

L=12.90m

0      50cm

呻

第32図  SK02実測図

SK03 (多窟33優雪)

調査区北側の中央やや西 よりにおいて検出された。

SK02 (多窟32屁コ)

調査区の北西隅においてSK01の 北側で検出された。平面形は円形

を呈し、0,9× 1.02m、 深さ0。 15mを測る土坑である。埋土は白灰色

シル ト質極細砂、暗褐色土ブロックである。底面は平坦であり、掘

り込みは緩やかである。土坑内に多量の礫が検出され、その大きさ

は小石～最大23clnで ある。

-39-

平面形は、南北に長軸をもつ楕円形を呈



し、1.3× 3.8mの 規模を

測る。中央部は急激に深

くな り、南北にテラス状

の高ま りがある。最深部

の深さは0,46m、 テラス

部は0,09mで ある。埋土

は白灰色シル ト質極細砂、

暗褐色ブロックである。

L=1290m

SK04(第 35図 )

調査区の南西部において検出された。平面形は隅

丸方形を呈し、短辺1.84m、 長辺2.2m、 深さ0.3m

を測る。掘 り込みは緩やかで、底面中央がやや凹ん

でいる。埋土は白灰色シル ト質極細砂、暗褐色土ブ

ロックである。この土坑はSD08。 10を切っている。

SK05 (多窟36じコ)

調査区の南西部、SK04の東側に痛いて検出された。平面形は隅九

方形を呈し、短辺0,9m、 長辺1.2mを測る。掘 り込みは緩やかであ

り、底面はほぼ平坦である。埋土は白灰色シル ト質極細砂十暗褐色

土ブロック、灰色シル ト質極細砂、浅黄色シル ト質極細砂の 3層で

ある。この上坑はSD08上 に作られている。

SK06(第 37図 )

調査区南側中央やや東よりにおいて検出された。南側は試

掘 トレンチによって削平されているが、平面形は隅丸方形を

呈するものと考えられる。一辺の長さは1,5mであ り、深さ

0,25mを測る。掘 り込みは緩やかであり、底面中央がやや凹

んでいる。埋土は上から白灰色シル ト質極細砂十暗褐色土ブ

ロック、灰色シル ト質極細砂、白灰色シル ト質細砂である。

この土坑はSD01を 切っている。

学
0             10cm

第34図  SK03出 土土器実測図

第35図  SK04土層図

L=12.90m

0      50cm

呻

第37図  SK06土層図

第36図  SK05土層図
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SK07(第 38図 )

調査区南側中央やや東よりSK06の東側で検出された。平面

形は隅丸方形を呈し、短辺1.2m、 長辺1.5m、 深さ0。 25mを

測る。掘 り込みは緩やかであり、底面はほぼ平坦である。埋

土は白灰色シル ト質極細砂十暗褐色土ブロック、白灰色細～

中砂である。この上坑はSP01に よって切られている。

L=12.90m

SK08(第 39図 )

調査区の北東部において検出した。平面形

は隅丸方形を呈し、短辺1,35m、 長辺1.7m、

深さ0.3mを 測る。掘 り込みは非常に緩やか

であり、底面はほぼ平坦である。埋土は白灰

色シル ト質細砂十褐色土ブロックである。こ

の上坑はSD01の埋没後に作られている。

SK09 (多窟40じコ)

調査区の北東隅において検出された。北半

分は調査区外であるため、平面形は不明であ

るが、精円形と想定できる。長径は2.25m、

深さ0.5を測る。埋土は白灰色シル ト質極細

砂十暗褐色土ブロックである。

Ｅ
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ヽ

一
Ｈ

ヨ
Ｎ
Ａ
ハ
ｄ
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|

|

70m

O          m

第39図  SK08実測図

SD13

調査区の北東隅において検出された。SD12の 東側に平行 して走っている。幅0.2m、 深 さ0.02

を測 り、非常に小規模の濤である。埋土は黄灰色シル ト質極細砂である。この溝はSD14を切 っ

ている。

SP01

調査区南側やや東寄 り、SK06と SK07の 間で検出された。短辺0,4m、 長辺0。 7m、 深 さ0.04m

を測る。平面形は隅九方形である。埋土は白灰色シル ト質極細砂である。

第38図  SK07土層図
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SP05

調査区北側やや西より、SK03の 南側に

おいて検出した。平面形は円形を呈する。

径をま0.4m、 深さ0,95mを 測る。埋土は

白灰色シル ト質極細秒である。

9          1m

第40図  Sk09実測図
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第 4章

調査のまとめ





第 1節 遺構について

本遺跡の調査で検出された遺構は、嵩14・ 土坑 9・ ピット7である。時期 としては、濤 と

ピットが弥生時代、上坑は近世のものと考えられる。

濤は、その規模によって大小 2種類に分けられる。

前者はSD01と 呼称するもので、幅約10m、 深さ0,7mを測 り、ほとんど時期差が認められない

上下 2層 の堆積によって埋積されている。両層ともほぼ同一の流れを辿っているが、上層が僅

かに深さ、幅ともに大きく変化している。また、溝底付近には細～中砂が厚 く堆積しているこ

とから、常時水の流れがあったことが考えられる。出土遺物は、底面より弥生時代前期および

縄文晩期の土器、石棒が出土した。

もう一方の濤は、SD02～ 14と 呼称する、幅狭で浅いグループである。このうち、SD02～ 10は

SD01の西側に位置し、東西方向のSD10を 除いて全て南北方向に走っている。これらの切 り合い

関係を見ると、SD03が全ての濤を切 り、SD03以外の嵩をSD08が切っている。SD06か ら弥生時代

後期の上器が出土して為り、他の濤もほとんど同時期と考えられる。ただし、SD02に 関しては

埋土がSD01の 第 2層 と同一なことからSD01と 同時期であろう。SDll～ 14はSD01よ り東側にあり、

SD14が SD12・ 13に切られている。これらの濤も埋土から弥生時代後期のものと考えられる。

ピットは調査区全域に検出される。SP01は 、SK07を 切 り、近世のものであるが、他のピット

は埋土の状態から考えると弥生時代後期のものであろう。

土坑は全て近世のものであり、その形態から2種類に分類できる。S(01'02は、平面円形を

呈し、土坑内に多量の小石・礫を充填している。SK03～ 09は、隅丸方形の平面形である。いず

れの土坑の埋土も白灰色シル ト質極細砂十褐色土ブロックで、同時期のものと考えられる。こ

れらのうち、後者の上坑は、いわゆる `野井戸' と考えられるが、SK01・ 02はやや異なる性格

を有していると思われる。

弥生時代の濤 (SD01)は用水路としての機能を持つと考えられ、近辺に同時期の水田の存在

を示唆している。また、位置的にも微地形復原による微高地上に該当することから、弥生時代、

近世を通 じて微高地上に開削した水路から周囲に水配 りを施す典型的な例と認められる。SD01

・02は時期的にも古いもので、SD01はその規模から見ても主要幹線として利用されていたもの

であろう。また、溝内から土器の他に祭祀具としての性格をもつ石棒が出上していることから

距離的にそう遠 くないところに人間の営み～いわゆる集落～が存在していたのではないだろう

/Jヽ。
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第 2節 遺物について

井手東 I遺跡から出土した遺物の大半は、SD01(1期 )か らのものであり、出土遺物は縄文

時代晩期から弥生時代前期にかけての上器および石器である。量的には少なかったものの、古

い要素のものと新 しい要素のものが混在して出土している。SD01は前述のとお り上層堆積状況

から二つの時期に分かれており、土器では、新しい方の 1期では量的には少ないが、弥生時代

前期古段階と考えられる口縁部下に段をもつ古い要素の壷の破片が確認できる。この時期の出

土遺物には弥生時代前期と考えられるもの以外は認められない。一方古い時期の I期では、い

づれも破片が多いが、縄文晩期と考えられる突帯文をもつ深鉢の破片が数点認められる他、弥

生時代前期と考えられる頸部下半に数条の箆描沈線文を巡らす壷、体部最大径に刻目突帯文を

巡らせるもの等が混在している。石器については石鏃、削器、石鍬 (打製石斧)等が認められ、

量的には石鍬と削器がほぼ同数である。石器についてはこれ以外に、結晶片岩製の石棒が出土

している。県内では縄文時代の遺跡の発掘調査が少ないことにもよるが、石棒の出土遺跡は、

善通寺市中村遺跡で一例出上している以外の例は把握していない。当遺跡から出土した石棒は

いくつかの破片となって出土していることから、破砕 して濤に投棄された可能性が考えられる。

以上井手東 Ⅱ遺跡の遺構および遺物についてまとめてみたが、調査範囲も狭 く、検出した遺

構 。遺物についても量的に少なく、試掘結果から東部へ遺構は延びる可能性がない。調査の関

係で二遺跡として調査したが、遺構のつなが りからすれば、当遺跡の西側で調査 し、現在整理

作業を行っている居石遺跡東部の遺構 。遺物の状況と酷似していることから、居石遺跡の報告

書において再度検討したい。
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遺物観察表 (上器)

SD01(1期 )出土土器

SD01(Ⅱ 期)出土土器

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (all) 施 文 の 特 徴

第 9図 -1
弥生土器

甕
残存高3.3

-2
図版10 弥生土器

霊

口径29,2

残存高6.5

口縁部 凹線 1条

-3
口径32.0

残存高5.5

-4
口径32,0

残存高 6

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (oll) 施 文 の 特 徴

第10図 -1
縄文土器

深鉢
残存高1.7

口縁部 突帯文

-2
図版10

残存高3.2
口縁部 突帯文

-3 残存高3.4
口縁部 刻目文

-4 残存高3.5
口縁端部 刻 目文

口縁部 変I目 突帯文

-5 残存高3.5
口縁部 刻目文

-6
口径28.0

残存高8.0

口縁端部 ヘラ描沈線文・刻 目文

頸部 ヘラ描沈線文

-7
口径28.8

残存高5,7

口縁端部 突帯文

-8
日径36.0

残存高5.5

口縁端部 突帯文

頸部 ヘラ描沈線文

第11図 -1
弥生土器

霊

口径10.2

残存高3.5
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成形及び調整技法 土胎 色 調 焼成 考備

口縁部外面 磨減の為調整不明

日縁部内面 ヨコナデ

l llllll以 下の石英、長石を多量

に合む

表 にぶい黄褐

裏 灰黄
良

口縁部外面 ナデ

ロ縁部内面 ヨコナデ

2111111以 下の石英を多量に含み、

角閃石も少量含む

表 灰 白

異  ″
不良

口縁部の一部

黒斑

口縁部外面 ヨコナデ

日縁部内面 磨滅の為調整不明

2111111以 下の石英を多量に含む 表 灰白

裏 灰黄
良

口縁部外面 磨滅の為調整不明

口縁部内面     ″

3111111以 下の石英、長石を多量

に含む

表 灰 白

異  ″
不良

外面に黒斑

成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼 成 備 考

口縁部内外面 ヨコナデ
l llllll以 下の石英を含む 表 灰黄褐

裏 灰白
良

口縁部外面 磨滅の為調整不明

口縁部内面 ヨコナデ

l llllll以 下の石英を多量に含み、

少量の角閃石も含む

表 灰白

異  ″
良

口縁部外面 ヨコナデ

ロ縁部内面 磨滅の為調整不明

3111111以 下の石英を多量に含む 表 灰白

裏 褐白
良

日縁部内外面 ヨコナデ
l llllll以 下の石英を多量に含む 表 暗黄褐

裏 灰黄
良

口縁部内外面 ヨコナデ
l lllll以 下の石英を多量に含み、

長石、角閃石も含む

灰
　
′

黄
　
′

表

一異
不良

口縁部外面 巻貝によるケズ リ

ロ縁部内面 ヘラケズ リ

l lllll～ 2111111の 石英、長石を多

量に含む

表 にぶい黄褐

異   ″
良

日縁部外面 ナデ

ロ縁部内面 磨滅の為調整不明

211111以下の石英を多量に含み

少量の角閃石も含む

表 黒褐

裏  ″
良

口縁部内外面 ヨコナデ
2111111以 下の石英、長石を多量

に含み、少量の角閃石も含む

表 灰黄褐

裏  ″
良

口縁部内外面

磨滅の為調整不明

4111111以 下の石英を多量に含む 表 灰黄

異  ″
良
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挿図番号 図版番号 器  種 法 量 (oll) 施 文 の 特 徴

第11図 -2
弥生土器

霊

口径 14.4

残存高2.7

-3
図版10

残存高3.0

-4 残存高4.1
体部外面 ヘラ結沈線文 4条

-5
口径17.0

残存高3.3

-6
図版10 口径20.2

残存高5,3

-7 残存高3.4

-8 残存高4.0
体部外面 ヘラ描沈線文

-9 残存高7.0
体部外面 ヘラ描沈線文 3条

-10 残存高8.5
体部外面 刻 目突帯文 2条

-11

図版10 口径30.4

残存高2.5

体部外面 ヘラ結沈線文 1条

-12
弥生土器

甕
残存高1.0

-13
図版10

残存高4.2

-14 残存高2.5
体部外面 ヘラ描沈線文

-15
口径21.4

残存高3.7

口縁端部 刻 目突帯文

体部外面 ヘラ描沈線文 2条

-16
糸生土器

底部

底径7.0

残存高2.5

-17
底径8.0

残存高1.8

-18
底径7.5

残存高3.0
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成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

口縁部内外面

磨滅の為調整不明

211111以下の石英、長石を多量

に含む

表 にぶい黄橙

異   ″
不 良

口縁部外面 ヨコナデ

ロ縁部内面 磨祓の為調整不明

l llllll以 下の石英、長石を多量

に含む

表 灰黄

異  ″
良

口縁部内外面

磨減の為調整不明

l llllll以 下の長石を含む 表 明褐灰

裏 にがい橙
良

口縁部内外面 ヨコナデ
2111111以 下の石英を多量に含む

角閃石も含む

灰
　
′

褐
　
′

表

一異
良

口縁部内外面

磨滅の為調整不明

2111111以 下の長石、石英を多量

に含む

表 灰白

異  ″
不良

口縁部外面 ナデ
l llllll以 下の長石、石英、角閃

石を少量含む

表 灰白

裏 淡黄
良

口縁部外面 ナデ

ロ縁部内面 ヨコナデ

l llllll以 下の石英、長石を多量

に含む 雲母が少量

表 灰 白

異  ″
良

口縁部外面 ヘラミガキ

日縁部内面 ヨコナデ

2111111以 下の石英、長石を多量

に含む

表 灰 白

異  ″
良

口縁部内面 ナデ
表 灰白

異  ″
良

口縁部内外面

磨減の為調整不明

l llllll以 下の石英を多量に含む 表 灰 白

異  ″
良

口縁部内外面

磨滅の為調整不明

表 灰白

裏 淡黄
不 良

口縁部内外面

磨滅の為調整不明

l llllll以 下の石英、長石を多量

に含む

表 浅黄橙

異  ″
良

口縁部内面 磨減の為調整不明
l llllll以 下の石英を多量に含む 表 灰白

裏 にぶい黄橙
良

口縁部内面 ヨコナデ
211111以下の石英を多量に含む 表 黄灰

裏 灰白
良

底部内外面 磨滅の為調整不明
表 淡黄

異  ″
良

底部外面 ヘラミガキ ハケロ

底部内面 ヨコナデ

2111111以 下の石英、長石を多量

に含む

表 灰白

裏 褐灰
不 良

底部外面 ヘラミガキ ナデ

底部内面 ヨコナデ

3111111以 下の石英を多量に含む

角閃石も少量含む

表 灰 白

異  ″
良好
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挿図番号 図版番号 器  種 法量 (clll) 施 文 の 特 徴

第■図-19
弥生土器

底部

底径6.8

残存高5.0

―-20
底径6.8

残存高2.8

-21
底径80

残存高3.0

―-22
底径8.0

残存高3.7

-23
底径6.0

残存高5.0

―-24
底径8,0

残存高5.2

―-25
底径9.0

残存高5.5

-26
底径10.0

残存高6.0

SD01出土土器

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (oll) 施 文 の 特 徴

第15図 -1
縄文土器

深鉢
残存高2.7

-2
弥生土器

壷 肩部
残存高2.7 胴部外面 ヘラ祐沈線文

-3
弥生土器

甕

口径20,0

残存高4.5

口縁端部 凹線 2条

-4
弥生土器

底部

底径8.0

残存高2.0

-5
底径6.0

残存高3.0

-6 ″

底径10,0

残存高1.5

-7
底径10.0

残存高2.0
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成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

底部外面 ヘラミガキ

底部内面 ヨコナデ

3111111以 下の石英を多量に含む

角閃石もあり

表 灰白

異  ″
良

底部外面 ヨコナデ

底部内面 磨滅の為調整不明

2111111以 下の石英を多量に含み

少量の長石もあり

表 にぶい黄橙

裏 灰白
良

底部外面 ヘラミガキ ナデ

底部内面 ナデ

311111以下の石英、長石を多量

に合む

表 にがい橙

一異
良

底部外面 ヨコナデ

底部内面 ヘラミガキ ナデ

l llllll以 下の石英を多量に含む 表 灰白

異  ″
良

底部外面 ヘラミガキ

底部内面 ヨコナデ

2111111以 下の石英を多量に含む 表 灰黄

裏 灰白
良

底部外面 ヨコナデ

底部内面 ナデ

3111111以 下の石英、長石を多量

に含む

表 にぶい掻

裏 赤黒
良

底部内外面 ヘラミガキ
3111111以 下の石英、角閃石を少

量含む

表 灰黄

異  ″
良

底部外面  ヨコナデ
2111111以 下の石英、長石を多量

に含む 角閃石も少量含む

表 灰黄

異  ″
良

成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

口縁部内外面

磨滅の為調整不明

2111111以 下の長石、石英を多量

に含み、角閃石もあ り

表 にぶい黄橙

異   ″
良

2111111以 下の石英、長石を含む 表 灰白

裏 黄灰
良

面
面

外
内

部
部

縁
縁

口

口

ハ ケ メ
ヨコナデ
ヘ ラケズ リ

3111111以 下の長石、石英を多量

に含み、角閃石も少量含む

表 にがい橙

裏 明褐灰
良

磨滅の為調整不明
2 dllll以 下の長石が少量、 l llllll

以下の石英を多量に含む

表 褐灰

裏 にがい黄橙
不良

外面底部に黒斑

あり

磨滅の為調整不明
2111111以 下の石英を多量に含む 表 黄灰

裏 にぶい黄
良

底部内外面 磨滅の為調整不明
211111以下の石英を多量に合み

少量の長石を含む

表 灰 白

異  〃
不 良

底部外面 ヘラミガキ

底部内面 ヨコナデ

l llllll以 下の石英、角閃石を多

量に含む

表 にぶい黄橙

裏 灰白
良
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挿図番号 図版番号 器  種 法量 (clll) 施 文 の 特 徴

第15図 -8
弥生土器

底部

底径8.0

残存高6.0

-9
底径10.0

残存高4.5

―-10
底径12.0

残存高3.0

-11

底径10,0

残存高4.5

―-12
底径7.0

残存高3.5

-13
底径10.0

残存高4.0

-14
底径13.0

残存高4.9

SD06出土土器

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (911) 施 文 の 特 徴

第20図
弥生土器

底部

底径8.0

残存高2.5

SD08出土土器

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (all) 施 文 の 特 徴

第24図
弥生土器

霊

口径13.2

残存高1,9

遺構外出土土器

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (oll) 施 文 の 特 徴

第29図 -1
須恵器

蓋

底径10,0

残存高1.5

-2
口径15.3

残存高1.5

-3
須恵器

必

口径13.0

残存高2.8

-4 残存高2.0
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成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

底部外面 ヨコナデ

底部内面 板ナデ

3111111以 下の長石、石英を多量

に含み、角閃石を少量含む

表 にぶい黄褐

裏 褐灰
不 良

内面に黒斑あり

底部外面 磨滅の為調整不切

底部内面 ナデO旨頭圧痕が残る

l llllll以 下の石英を多量に含む 表 灰白

異  ″
良

底部外面 ヘラミガキ

底部内面 磨減の為調整不明

l llllll以 下の石英を多量に、角

閃石を少量含む

表 灰黄

裏 灰白
良

底部内外面 磨滅の為調整不明
l lllll以 下の石英を多量に含む 表 灰白

裏  ″
不良

底部内外面 ヨコナデ
l llllll以 下の石英を多量に、角

閃石を少量含む

表 灰白

裏  ″
不良

底部外面 磨滅の為調整不明

底部内面 ヘラミガキ

l llllll以 下の石英を多量に含む 表 淡赤掻

裏 にぶい黄橙
良

底部外面 ヘラミガキ

底部内面 磨滅の為調整不明

2111111以 下の石英を多量に含む 表 にがい黄橙

裏 灰白
良

成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

日縁部内外面 ヨコナデ
3111111以 下の長石、石英を多量

に含み、角閃石も少量含む

表 にぶい赤褐

裏 赤灰
良

成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

口縁部内外面 ヨコナデ l lllll以 下の石英を少量含む
表 にぶい黄橙

良
下川津B類上器

の胎土をもつ

成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

口縁部内外面 ヨコナデ l llllll以 下の砂粒を少量含む
灰
　
″

表

裏
良

口縁部内外面 ヨコナデ
表 灰

裏 灰白
良

口縁部内外面 ヨコナデ
表 灰 白

異  ″
良

口縁部内ハ面 ヨコナデ

灰
　
″

表

一異
良
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挿図番号 図版番号 器  種 法量 (clll) 施 文 の 特 徴

第29図 -5
須恵器

外

口径10.0

残存高2.9

-6
口径12.2

残存高1.5

-7
口径12.2

残存高1,9

-8
口径12.0

残存高2.3

-9
口径13.2

残存高1.5

-10
口径 16.2

残存高1.7

-11

底径8.2

残存高2.3

-12
底径7.5

残存高5.0

-13
底径10.0

残存高1.5

-14
須恵器

皿

底径12.0

残存高8.0

-15
須恵器

器台の脚部
残存高5.6

脚部外面 波状文 長方形の透孔

″   凸帯文 3条

SK01出土土器

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (clll) 施 文 の 特 徴

第31図
図版H

土釜

口径15.4

残存高14.5

口縁部 指頭圧痕

SK03出 土土器

挿図番号 図版番号 器  種 法量 (clll) 施 文 の 特 徴

第34図
須恵器

皿

底径12.0

残存高1.8

-54-



成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

口縁部内外面 ヨコナデ l llllll以 下の砂粒を少量含む
表 灰白

裏  ″
良

口縁部内外面 ヨコナデ
表 明紫灰

異  ″
良

口縁部内外面 ヨコナデ
表 灰白

裏  ″
良

口縁部内外面 ヨコナデ
表 灰

異  ″
良

口縁部内外面 ヨコナデ
表 灰 白

異  ″
良

口縁部内外面 ヨコナデ
表 灰白

裏  ″
良

日縁部内外面 ヨコナデ
表 灰 白

異  ″
良

底部外面 ヘラ切 リ ナデ

ロ縁部内面 ヨコナデ

表 明青灰

裏  ″
良

底部外面 ヘラ切リ ナデ

ロ縁部内面 ヨコナデ

表 明青灰

異  ″
良

底部外面 ヘラケズ リ

ロ縁部内面 ヨコナデ

表 灰白

裏  〃
良

口縁部内面 ナデ 密
表 灰

異  ″
良好

成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

口縁部内外面 ナデ l llllll以 下の長石、石英を含む
表 にぶい黄橙

裏   ″
良

成形及び調整技法 胎 土 色 調 焼成 備 考

口縁部内外面 ナデ l llllll以 下の石英を少量含む
表 灰白

裏  ″
良
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遺物観察表 (石器)

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

現存長

(cln)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重 量

(g)
材 質 特 徴

第12図

-1

図 版

11

石 鏃 サヌカイ ト 凸基式。大きさの割に厚い素材を使用。先

端部は、尖らず、やや鈍い。側縁部は両面

からの加工により鋭利に仕上げる。
-2 器 明瞭な加工は下縁部のみである。下縁部の

加工は、大きな加工が多 く、細かな加工はみ

られない。上縁部は裁断面をそのまま残す。
-3 加工が認められるのは上縁部と下縁部であ

る。下縁部は大きな加工がめだつが鋭利で

ある。一方、上縁部の加工は粗 く、鈍い。

-4 1,1 厚めの素材を使用。下縁部以外は加工痕は

認められない。下縁部は鋭利な大象J離面を

使用し、A面には使用によると考えられる

磨滅痕が認められる。

-5 明瞭な加工は下縁部のみである。下縁部は

両面からの加工により刃部をつ くる。

-6 明瞭な加工が認められるのは下縁部のみで

他は自然面を残す。下縁部は両面からの丁

寧な加工により、鋭利な刃部をつくる。
-7 117 14 両側縁部に裁断面をもつ。下縁部は薄く、

上縁部は厚い。下縁部は鋭利な大剣離面の

縁部を両面から加工を行い。刃部をつくる。

一方、上縁部は、両面から加工を行い。敲

打による刃潰しを行う。

第13図

-8
楔 形 石 器 12 厚めの素材を使用。両側縁部に裁断面を残

す。上縁部、下縁部とも打撃による階段状

崇」離が認められる。

-9 打 製 石 斧

(石  鍬)

17 大半を欠損 し、側縁部を一部残すのみであ

る。残る側縁部は両面からの加工により、

鋭利である。

-1 13 ほぼ完形。稜形を呈する。全体の調整は粗

い 。

― J 先端部の一部残存。先端部には使用による

磨滅が認められる。

-12 基部のみ残存。両側縁部の調整は粗いが、

鋭利である。

-13 1.1 完形。撥形を呈する。縁辺部の調整は両面か

ら行われており、丁寧である。先端部には使

用によると考えられる磨滅が認められる。

-14 他のものと材質はちがうが、形態等から断

定。全体の調整は粗く、厚い素材を使用。

第14図 石 棒 結 晶 片 岩 基部を欠損。先端部のくびれはやや不明瞭

であるが、境は認められる。基部にいくに

したがい徐々に幅を増す。
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I SD01(Ⅱ 期)完掘状況

(北東から)

2 SD01(Ⅱ 期)完掘状況

(南西から)
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l SD01拡張区 (1期 )完掘状況 (南西から)
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l SD01セ クションベル ト(1)土 層堆積状況

2 SD01セ クションベル ト(1)細 部上層堆積状況



l SD01セクションベル ト(2)土層堆積状況

2 SD01セ クションベル ト14)土層堆積状況
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I SD08完掘状況 (南西から) 2 SD03完 掘状況 (南西から)

4 SD10完 掘状況 (西から)3 SD1 2～ 14完掘状況 (南西から)
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2 SK01内 集石検出状況 (西から)
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2 SK09完掘状況 (南から)
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i   SD01 (Ⅱ 期)完掘状況

(南西から)

2 SD01(Ⅱ 期)完掘状況 (南から)
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